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ある子どものノートを全体で共有したいときに、上記の事例のようにオクリンクにそれぞれが考えを
記録しておけば、それを簡単に全体で共有することができます。 
他にも以下の方法により、同じように行うことができます。 
〇紙のノートやプリントを実物投影機で大型提示装置に映し出す。 
〇紙のノートやプリントをChromebookのカメラで撮影し大型提示装置に映し出す。 
考えを共有する際、ICTが大いに役立ちます。積極的にご活用ください。 

【ミライシードファンサイト】←ミライシードの有効な活用法についてはこちらをチェック！ 
https://miraiseedfansite.benesse.ne.jp/usecase/index.html 

 
 

燕市教育委員会では、教職員研修の１つとして、今年度年３回の ICT活用研修（オンライン）を計
画しました。目的は、日々の教育活動の中で個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実を図るため
に、 ICT （主に学習者用端末）の有効な活用方法について理解を深めることです。全３回の中では、
市立学校に導入しているミライシードの活用をテーマに研修を進めます。 
４月16日（火）に、第１回を開催しました。株式会社ベネッセコーポレーションの高橋様より、「ミ
ライシードでできること」と題して、基本的な活用法や事例について紹介していただきました。参加者
にとって学びの多い時間となりました。参加した教職員の感想を一部紹介します。 
 
 

 

 

小学６年 理科「人や動物の体」  

オクリンクの活用（ノートとしての活用・子どもの考えを全体で共有） 

子どもたちは、オクリンクを用いて、学習

課題とそれについての自分の考え（予想）を、

オクリンクに記録していました。 

子どもたちが予想を話し合う際に、先生は

話をしている子どものノートを大型提示装

置に映し出し、その子どもの考えを全体で共

有しやすいようにしていました。 

（５/23 小池小学校） 

燕市GIGAスクール通信では、令和６年度も、GIGAスクールの実現に向け、市立学校におけるICT
活用の好事例を紹介するなど、役立つ情報をお届けします。 

 

〇ドリルパークについて、AIドリルと共通ドリルの違いが分かり、活用したいと思いました。子ど 
もたちの力に応じて問題が出題されるシステムは、試してみたいと思いました。 
〇初めてミライシードを使うので、使い方を分かりやすく教えていただけて、とてもためになりまし 

た。授業で活用していきたいです。 
 

第2回は8月8日（木）、ミライシードの新機能「オクリンクプラス」の活用法について研修を行い
ます。ぜひご参加ください。 

 

https://miraiseedfansite.benesse.ne.jp/usecase/index.html

